
日本内部監査協会発行資料の正誤表

当協会発行の下記資料に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

資料名 該当頁数 該当箇所 誤 正
Ⅰ-12頁 設問40　回答選択肢 Ⅳ Ⅲ
II-16頁 設問58　回答選択肢ｂ 製品の単価 単位あたりの製品原価
II-50頁 解説86　選択肢a 解答 回答

Ⅲ-10頁
設問44・45　上の図表
（「事業の内部収益」の
「事業Ａ」の欄）

16% 15%

III-24頁 解説10　選択肢ｄ 季節要因で除外する 季節要因で除する
III-28頁 解説27　選択肢a 債権 債券

III-28頁 解説28　選択肢ｃ
株価収益率は、１株当
たりの利益を株式の時
価で割ったものであり、

株価収益率は、株式の
時価を１株当たり利益
で割ったものである。

III－37頁 解説61　選択肢ｃ

逆進課税とは、所得の
増加に応じて平均税率
が低下する税制であ
る。この場合は、所得の
増加に応じて課税所得
の割合が低下するた
め、所得の増加に応じ
て課税所得の絶対額が
増加するとは限らない。

逆進課税（例えば消費
税など）は、収入が増加
すると（収入に対する）
平均の税の比率は下が
る。逆進課税は収入が
増加しても収入に占め
る割合は小さくなるの
で、増加した収入の大
きな金額を占めるように
なるとはかならずしもい
えない。

2015/9/1

CIA試験参考問題集
（2011年発行初版）


